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問題 3 (X,OX)と (Y,OY )を位相空間とし，f : (X,OX) → (Y,OY )を連続写像とする．このと
き，(Y,OY )の任意の閉集合 Aに対して，Aの f による逆像 f−1(A)は (X,OX)の閉集合である
ことを示せ．

解．f−1(A)の補集合が (X,OX)の開集合であることを示す．f−1(A)の補集合は f−1(Y \A)であ
るが，閉集合の定義から Y \Aは開集合であり，f は連続なので，その逆像 f−1(Y \A)は開集合
である．
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問題 4 (X,OX)をコンパクトな位相空間，Aを (X,OX)の閉集合とする．このとき，Aはコンパ
クトであることを示せ．ただし，Aには (X,OX)の相対位相を入れる．

解．{Uλ}λ∈ΛをAの開被覆とする．相対位相の定義より，任意の λ ∈ Λに対して，Xの開集合Oλ

でUλ = Oλ ∩Aとなるようなものが存在する．このとき，{Oλ}λ∈Λ ∪ {X \A}はXの開被覆なの
で（Aが閉集合よりX \Aが開集合となることに注意），X がコンパクト性より，{Oλ}λ∈Λから
有限個の開集合Oλ1 , . . . , Oλm を選んで，{Oλ1 , . . . , Oλm , X \ A}でX を覆うことが出来る．従っ
て，特に，Uλ1 , . . . , Uλm はAの開被覆である．
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